


平成2５年度計画のポイント
 ◇　大学改革の推進
◇　学域体制による幅広い学びの提供、学士課程教育の充実

◇　「I-siteなんば」を利用した社会人教育の拡充
◇　産学官連携推進のための更なる取組み
◇　国際交流事業の積極的展開

◇　創基１３０年にあたり、戦略的な広報活動の実施

◇　大学と高専との連携による、人材養成、地域貢献の強化

１．　大学改革の推進
　　　○学域に対応した大学院のあり方の検討
◎大学統合に向けた組織再編の検討

２．　教育・研究の質の向上
大学

（１）教育内容の充実、研究水準向上のための取り組み
◎現代システム科学域における、新たな副専攻、インターンシップ科目の開講
◎遠隔講義システムを活用した、高年次教養教育の実施
◎なんば新拠点「I-siteなんば」における、経済学研究科観光・地域創造専攻の開講や、
新たな公開講座の展開
◎学生スタッフの参画によるＦＤ活動の充実
（２）学生支援の強化

◎授業料減免制度の拡充
（３）国際化の推進

◎国際交流会館等の学内整備に向けた準備
○海外同窓会活動の支援、留学生受入れの推進
・留学生受入　240名（中期計画期間中目標300名）
高専

（１）教育内容の充実、研究水準向上のための取り組み
◎英語教育における学校要覧英語版の活用や海外大学との交流の検討
○FD活動として、ティーチングポートフォリオの普及                                                           
（２）学生支援の強化

○キャリア支援教育の推進
大学と高専の連携
○高専の本科卒業生・専攻科修了生の府大学域・大学院への特別推薦制度の実施
○府大学術情報センターや地域連携研究機構と高専との連携
※　◎は新規取組みを表す。


３．　地域貢献の推進　　　　　　　　　　　　　  
大学
（１）地域貢献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○リサーチ・アドミニストレーションセンター（URAセンター）による、サポインキャンペーンの取組み推進
　　※URAセンター (URA：University Research Administrator)

…複合・融合型の研究プログラムの戦略推進を行うため、平成24年度に設置。 

※サポインキャンペーン…中小企業のサポイン（サポーティングインダストリー；
戦略的基盤技術高度化支援事業）への応募を支援。
○共同研究、受託研究等を通じた、産業活性化への貢献
　　　・共同研究・受託研究目標数470件（中期計画期間中目標500件）
○積極的な公開講座の開催
・公開講座目標数85講座（中期計画期間中目標100講座）　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）諸機関との連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○中小経済団体との連携による、中小企業技術相談ホームドクター制度の拡充
◎BNCT用ホウ素薬剤の研究拠点整備
　　※BNCT（Boron Neutron Capture Therapy）
…中性子線によりがん細胞のみを集中的に破壊する、からだにやさしいがん治療法
　　　高専

　　 ○寝屋川市との地域活性化、産学官連携での協力　　　　　　　　　　　
　 　○児童・生徒対象の出前授業・公開講座の実施　　・目標8回以上

４．　業務運営の改善･充実
（１）業務運営の改善
◎有期雇用教職員の勤務労働条件の検討・整備
○教員業績評価制度の本格導入に向けた取組み
○府派遣職員数削減（38名⇒H25．27名）、計画的な法人職員採用
（２）財務内容の改善　　　　　　　　　　　　　　
○URAセンターによる、外部研究資金獲得のための戦略的分析
○自主財源の増収
・各種外部資金の獲得　　・公開講座受講料の見直し　・ふるさと納税制度の活用　等
   ○土地・建物貸付収入の改善
（３）情報の提供、安全管理、その他
○創基130年記念事業の実施
○エコ・キャンパス推進による、エネルギー使用量の削減
○環境報告書の作成
◎防火・防災や危機管理に関する体制の見直し
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